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中学生 / 不登校
男性（13歳）

色々あって学校には行きたくないけど、一
人でいる時間が寂しく思っていた。親は
学校へ行くことを強制しないが、「人とは
関わるように」と言われて困っていた。だけ
ど今は昼間、集合フロアの部屋にいるこ
とが多い。近くの部屋を使っている建築を
学ぶ大学生の模型づくりを手伝ったりして
楽しく過ごしている。最近少し建築のこと
や大学のことに興味を持ちはじめている。

飲食業 / シングルマザー
女性（28歳）

仕事が終わるのが夜遅いため4歳の
子供は夜間保育に預けていた。保
育園は職場、自宅共に離れた場所
にしかなく、送り迎えが大変だった。今
は私が帰宅するまでここの管理人さん
が子供を見てくれるので、集合フロア
の部屋は子供部屋にしている。たまに
お隣のおばあさんの部屋で眠ってい
ることがある。いろんな人に見守られ
とても安心です。

フリーランス
男性（35歳）

以前は梅田でシェアオフィスを借りて
いたが、コロナを期に解約した。当面
自宅で仕事をしていたが、家が狭い
のと子供が小さいため、仕事をする
環境としては課題があった。でも今ま
で以上に子供の世話に時間を使え
たのはよかった。今は集合フロアの部
屋をオフィスとして使っている。何よりも
家族と過ごす時間も増えてうれしい。

高齢者 / 独居
女性（84歳）

以前、夜中にトイレへ行く途中、暗い
部屋の中でつまづき大怪我をした。
以来、心配した子供たちは私を老人
ホームに入るよう勧めたが、入りたくな
い。今は集合フロアの部屋を寝室と
して使っている。部屋を出ると常に管
理人さんがいるので、子供たちも安
心してくれており、私も安心して生活で
きることでとても快適に過ごせている。

みまもりびと（管理人）

複数人いる彼らは基本、この集合住宅の住

人であり、彼らの職場は「集合フロア」である。

シフト制による24時間体制で常駐する彼らは、

一般的に管理人に求められるような事務仕事

は存在しない。廊下部分に配置されたソファ

などで過ごすなど、「そこでただ生活しているだ

け」のような存在である。このフロアにやって来

る住人の話し相手であり、そっと注意を払う見

守りをする人である。しかし、住人からの要望

があればそに応え、また、住人同士のトラブル

の際には仲介人として関わる。住人間の緩衝

材のような存在でもある。

近年の生活の仕方の変化はめまぐるしく、今までの大多数を占めていた「型」から細分化した多様な「型」へと移行している。 特に、

コロナきっかけのオンラインの増加による対面コミュニケーションの減少など、 短期間で変化があった。 そして 「別に人と関わらなく

ていい」 「人と話したくないが気配は感じたい」 「人ともっと会って話したい」 など、 人の気持ちも分かれた。

各住戸の 12 ㎡の部屋が集合する、 この 『集合フロア』 には、 “みまもりびと” である複数の管理人が常駐することで、 細分化

した多様な生活の 「型」 と、 「人との距離感を自分のタイミングではかりたり人」 を受け止める “場” となる。

この集合住宅は全フロア “土足厳禁” とする。 直接的に人と関わることなく 「人を感じる」 ために、「人の生活領域に入る行為」 を 「靴

を脱ぐ」 ことに置換した。 自分の家でなく他人の家 ( 領域 ) に踏み入れる感じをつくる、 他人の存在を強調する、 共有部分に段差

を作り下足箱を置くことにより、 下足箱の中の靴でも他人の存在を感じることができる。 これらの行為はひとつの大きな家族をつくる。

“ み ま も り び と ” の い る 家

狩猟採集時代、 家族単位は大きく、 生まれてから死

ぬまで家となる “すみか” で常に一緒であった。 そして

現代、 私たちは日々の生活のために機能で分化された

様々な場所へ移動する。 だがコロナにより、 その移動

は途絶え、 一部狩猟採集時代の生活に戻った。

リモート化により仕事の場や学びの場と生活の場はひと

つになった。 それは人によっては素晴らしい現象である。

そして私たちは更に分化した機能を取り戻す “すみか”

を提案する。 それを実現させるのは、 新たな管理人像

となる “み ま も り び と ” がいる家である。


